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第５回 県南バスケットボール選手権大会

８月25日、26日と海南中学校で第５回

県南バスケットボール選手権大会があり

ました。25日は全勝。26日、僕たちの気

持ちは優勝のみでした。決勝は石井中学

校とでした。緊張の中で試合は始まりま

した。静寂と歓呼の中で、僕たちは精一

杯がんばりました。ベンチと一年生の応

援が僕たちにがんばりをくれました。結

果は41対40で勝ちました。部員全員で勝

ち取った優勝旗です。

次の目標の県中学新人大会にむかって

僕たちは練習に励んでいます。確実に勝

ち上がりベスト４に残りたいと思ってい

ます。

勝浦中学校男子バスケットボール部

主 将 上 岡 和 博

主将

上
岡
和
博

二
年

松
本
和
訓

〃

山
丸

慧

〃

福
田
和
貴

〃

近
本
佳
久

〃

伊
丹
誉
博

〃

井
上
悟
史

〃

野
上
拓
也

〃

大
久
保
俊
昭

〃

大
森
喬
平

〃

溝
内
悠
紀

〃

中

拓
也

一
年

野
上

真

〃

平
間
勝
也

〃

松
鷹
宏
明

〃

岩
本
和
也

〃

加
藤

亮

〃

勇
気

〃

中
尾
健
理

〃

勝浦中学校バスケットボール男子部員

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

軟
式
野
球
勝
浦
町
予
選

第８回
第15回

地区対抗ソフトテニス大会
地区対抗ソフトテニス大会が９月３日から７

日までの間、勝浦町テニスコートおよび勝浦中

学校体育館において、11チームの参加により開

催されました。

１回戦から好ゲームの続く中、決勝は山西掛対
棚野の対戦となり、

ゲーム２－１の接戦

のすえ、山西掛チーム

が優勝に輝きました。

おめでとうござい

ます。

結果は次のとおり

です。

生

名

山
西
掛

星

谷

専
門
学
校

久

国

横
瀬
与
川
内

坂

本

中

角

棚

野

今
山
黒
岩

中

山

優 勝
山西掛

第
八
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
軟
式
野
球
勝
浦
町
予
選
が
、
八
月
六
日
か
ら
勝
浦

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

十
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム

の
連
続
で
し
た
が
、
球
友

ク
ラ
ブ
が
激
戦
を
勝
ち
抜

き
三
年
連
続
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

球
友
ク
ラ
ブ

生

名

中

山

坂

本

黒

岩

星

谷

チ
ー
ム
や
く
ば

横
瀬
ク
ラ
ブ

勝
浦
た
イ
ガ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

山

西

掛

優 勝
球友クラブ

勝浦中学校男子バスケットボール部

優勝おめでとう
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第32回

表
彰
・
祝
い
状
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状

清

水

源
太
郎
（
中
山
）

明
治
三
十
二
年
九
月
十
五
日
生

正

木

フ
ジ
ヱ
（
生
名
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
六
日
生

時

本

ト
ヨ
ノ
（
中
角
）

明
治
三
十
四
年
二
月
十
一
日
生

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
者

松

田

彦

市
（
今
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

東

山

英

子
（
坂
本
東
老
人
ク
ラ
ブ
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

中

野

マ
サ
ヱ
（
中
山
）

ほ
か
二
十
五
人

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

平

井

功
（
生
名
）

ほ
か
七
十
四
人

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
知

事
・
町
長
か
ら
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
に
は
町
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
七
十
二
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
お
招
き
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
永
年
の
ご
苦
労

に
感
謝
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め

九
月
十
五
日
に
勝
浦
中
学
校
に
お
い
て

「
第
三
十
二
回
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
約
三
百
人
の
方

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
式

典
前
に
は
生
比
奈
保
育
所
児
童
た
ち
に
よ

る
、
元
気
な
歌
と
、
愛
ら
し
い
踊
り
が
出

席
者
に
贈
ら
れ
、
会
場
を
ほ
の
ぼ
の
し
た

雰
囲
気
で
包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
式
典
で
は
、
今
年
度
百
歳
以
上

を
迎
え
ら
れ
る
三
人
の
方
に
徳
島
県
知
事
・

勝
浦
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
記
念
品
と
祝

い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

清
水
源
太
郎
さ
ん
（
中
山
）
は
式
典
当
日

に
満
百
二
歳
を
迎
え
ら
れ
、
正
木
フ
ジ
ヱ

さ
ん
（
生
名
）
は
十
一
月
、
時
本
ト

ヨ
ノ
さ
ん
（
中
角
）
も
来
年
二
月
に

そ
れ
ぞ
れ
百
一
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

時
本
さ
ん
は
式
典
に
も
元
気
に
出

席
さ
れ
、
知
事
・
町
長
の
祝
い
状
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
の
方
々
へ
の
表

彰
や
、
米
寿
・
喜
寿
到
達
者
へ
の
記

念
品
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
婦
人
会
の
方
々

に
芸
能
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
家

庭
的
な
雰
囲
気
で
閉
会
し
ま
し
た
。

当
日
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

婦
人
会
や
福
祉
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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防災週間（９月１日～７日）の２日 、勝浦町星谷運動公

園において、大地震を想定した徳島県総合防災訓練が行われ

ました。勝浦町消防団や陸上、海上自衛隊、県警など48機関

から約800人、車約70台、ヘリコプター６機が参加しました。

訓練は、勝浦町域を震源とするマグニチュード7.2の地

震まま生したとの想定で午前９時に始まり、県と３市町
（勝浦・上勝・小松島）が現地対策本部を設置し、同本部

の要請を受けた海上自衛隊などがヘリコプターを派遣。上空から家屋倒

壊や土砂崩れなどの被害状況を調査しました。

家屋倒壊などでの負傷者の救出・搬送訓練には12機関が参加し、消防

団や自主防災組織のメンバーは、負傷者を次々と担架に乗せ、応急救護

所に搬送しました。

このほかにも、婦人会による初期消火、消防団の水防活動や住宅火災

消火活動、生比奈・横瀬両小学校児童らの避難訓練、ヘリコプターによ

る林野火災の消火訓練などがありました。

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
地
震
と
火
災
の
備
え
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地 震対 策
役に立つのは日ごろの備え

地震の心得10ヶ条

我が身の安全を図る

素早く火の始末

非常脱出口を確保する

火が出たらまず消火

慌てて外に飛び出さない

狭い路地や屏際、崖や川べり
に近寄らない

山崩れ、崖崩れ、津波に注意

避難は徒歩で持ち物は最小限

協力しあって応急救護を

正しい情報の入手を

震 度 階級
平成８年10月１日から震度が
10階級になりました

震度 人 間

０ 搖れを感じない

１ 屋内にいる人の一部が、わずかな搖れを感じる。

２ 屋内にいる人の多くが、搖れを感じる。眠っている人の一部が、目を覚ます。

３ 屋内にいる人のほとんどか、搖れを感じる。恐怖感を覚える人もいる。

４ かなりの恐怖感があり、一部の人は、身の安全を図ろうとする。眠っているほとんどの人が、目を覚ます。

５弱
多くの人が、身の安全を図ろうとする。一部の
人は、行動に支障を感じる。

５強
非常な恐怖を感じる。多くの人が、行動に支障
を感じる。

６弱 立っていることが困難になる。

６強
立っていることができず、はわないと動くこと
ができない。

７ 搖れにほんろうされ、自分の意志で行動できない。

平
成
十
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
た
し
か
め
て
。

火
を
消
し
て
か
ら

次
の
こ
と
」

第
一
条

コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

台
所
の
コ
ン
ロ
か
ら
出
火
す
る
火
災
が
増

加
中
で
す
。
調
理
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
な
ど
で
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
や
上
部
に
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
く
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

第
二
条

寝
た
ば
こ
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

寝
た
ば
こ
、
歩
行
中
や
作
業
中
の
く
わ
え

た
ば
こ
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
は
灰
皿
の
あ
る
決
め
ら
れ
た
場
所

で
吸
う
よ
う
に
し
、
灰
皿
に
は
常
に
水
を
入

れ
て
お
く
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
放
置
し
た
り
、
投

げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

第
三
条

風
の
強
い
と
き
は

た
き
火
を
し
な
い

た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
気
象
条
件
・
周

辺
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
な
ど
を
考

慮
し
ま
し
ょ
う
。

飛
び
火
に
注
意
し
、
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ

な
ど
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、
終
わ
っ
た
ら

残
火
が
な
い
よ
う
に
、
完
全
に
火
を
消
し
ま

し
ょ
う
。

第
四
条

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

放
火
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
燃
え
や
す
い

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト
十
ヶ
条

防災に
ついて

（日）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（10）
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４．防 災 袋
被災時、避難場所での生活を余儀なくされるかも

知れません。阪神・大震災でもそうでしたが、行政

が機能し始めるまで３日はかかります。自分たちで

全ての事を行わなくてはなりません。

ところで防災袋の中にはどのようなものを入れて

おくのが良いのでしょうか。避難場所での生活をす

る上で最低限必要なものだけを準備し、いつでも持

ち出せる場所に置きましょう。玄関や物置、車のト

ランクなどに置いておくのが良いようです。

大切なのは日ごろの備え

１．家具の転倒・落下防止
平成７年阪神・淡路大震災では、死者６千人、負傷

者４万５千人を超える惨事となりました。震災時、家

具などの転倒・落下のためなんらかの措置を講じてい

た世帯は、わずか２％でした。そして、負傷原因の約

90％が家具等の落下・転倒でした。地震から身を守る

第一歩は、家具等の転倒・落下防止を施すことです。

２．ブロック塀・自販機の転倒防止
阪神・淡路大震災では、早朝だったためブロック

塀や自動販売機の下敷きになって負傷した例は無かっ

たようですが、昭和53年の宮城沖地震では死者27人

のうち19人がブロック塀や門柱の下敷きになって亡

くなっています。自分の家のブロック塀が人の命を

奪ったり、避難や消火救援活動の妨げとならないよ

うに安全を点検し、補強改修をしましょう。

３．家族での防災会議
大災害の時の対応に付いて、普段から家族で話し

ておきましょう。

○避難場所はどこか

家族がおちあう場所を決めておきましょう。
○家族間の連絡方法

家族がそろっているときに災害が起きるとは限り

ません。離れているとき家族と連絡が付かなくな

ることもあります。離れたところに住む親戚、知

人宅を連絡先に決めておくのも良いでしょう。

○避難の時、誰が何を持ち出すのか、防災袋はどこ

に置くか

○避難の際はガスの元栓を閉め、ブレーカーを落と

しましょう。

電気が復旧したとき火災が多く発生してしまいます。

地震がおきたらすぐ火の始末、火が出たらまず消

火に努めましょう。

神
戸
市
の
避
難
民
が
役
に
立
っ
た
も
の

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

第１位
ラ イ ト

第２位

食 料 品

第３位
ラ ッ プ

第４位
ビニール

第５位
ラ ジ オ

Ｂｅｓｔ５ 神
戸
市
の
避
難
民
が
無
く
て
困
っ
た
も
の

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

第１位

水
第２位
乾 電 池
第３位
カセットコンロ
第４位
ポリタンク
第５位
ラ ジ オ
番 外

心 構 え

Ｂｅｓｔ５

も
の
を
家
の
回
り
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

第
五
条

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

子
ど
も
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
に
興
味

が
あ
る
の
で
、
目
の
つ
く
と
こ
ろ
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
に
、
火
の
正
し
い

使
い
方
や
お
そ
ろ
し
さ
を
、
き
ち
ん
と
教

え
ま
し
ょ
う
。

第
六
条

風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

風
呂
の
空
だ
き
は
う
っ
か
り
ミ
ス
で
す
。

点
火
す
る
と
き
は
、
必
ず
水
が
入
っ
て
い
る

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

第
七
条

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
た

り
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
で
洗
た
く
物
な
ど
を

干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自
動
消
火
装
置
付

の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

第
八
条

寝
る
前
に
必
ず
火
の
元
を

確
か
め
る

ガ
ス
の
元
栓
、
こ
た
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
な

ど
、
寝
る
前
に
は
火
の
元
を
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

第
九
条

お
年
寄
り
の
部
屋
は
一
階
に

火
災
で
の
死
亡
事
故
は
一
階
よ
り
二
階
の

ほ
う
が
多
い
の
で
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、

病
人
な
ど
の
部
屋
は
で
き
る
だ
け
避
難
が
容

易
な
一
階
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

第
十
条

消
火
の
備
え
を
万
全
に

簡
易
型
火
災
警
報
機
を
設
置
し
て
、
早
期

に
火
災
を
発
見
す
る
備
え
を
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
各
家
庭
一
本

は
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
。



６

実
施
す
る
機
関
は
？

○

町
長
部
局

○

教
育
委
員
会

○

選
挙
管
理
委
員
会

○

監
査
委
員

○

農
業
委
員
会

○

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

○

議

会

以
上
の
機
関
で
す
。

請
求
で
き
る
方
は
？

○

町
内
に
住
ん
で
い
る
方

○

町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
持
つ
個
人
・

法
人
・
そ
の
他
の
団
体

○

町
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

○

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方

○

町
の
実
施
す
る
事
務
事
業
に
利
害
関
係
の

あ
る
方
こ
の
場
合
、
利
害
関
係
に
か
か
わ
る

公
文
書
に
限
ら
れ
ま
す

請
求
の
受
付
・

相
談
の
窓
口
は
？

○

総

務

課

…
…
左
記
以
外
の
実
施
機
関
の
公
文
書

○

教
育
委
員
会
事
務
局

…
…
教
育
委
員
会
の
所
管
事
務
に
か
か

わ
る
公
文
書

○

勝
浦
病
院

…
…
勝
浦
病
院
の
所
管
事
務
に
か
か
わ

る
公
文
書

○

議
会
事
務
局

…
…
議
会
、
監
査
委
員
の
所
管
事
務
に

か
か
わ
る
公
文
書

公
開
の
対
象
と
な
る

公
文
書
は
？

平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
に
作
成
、
ま
た

は
取
得
し
た
文
書
、
図
面
お
よ
び
写
真
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
情
報
は
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
十
三
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
と
な
っ

た
「
勝
浦
町
情
報
公
開
条
例
」
が
十
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
、
公
文
書
の
公
開
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
町
民
参
加

に
よ
る
「
公
正
で
開
か
れ
た
町
政
」
の
実
現
を
す

る
た
め
、
町
が
持
つ
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

公
開
に
関
す
る
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（

）

公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
実
現
に
む
け
て

【請求者】

公開の
請求

までの流れ

勝
浦
町
の
情
報
公
開
ス
タ
ー
ト

十
月
一
日



７

○

法
令
や
条
例
等
に
よ
っ
て
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
情
報

○

個
人
に
関
す
る
情
報

○

法
人
そ
の
他
の
団
体
ま
た
は
事
業
を
営
む

個
人
の
事
業
に
関
す
る
情
報

○

犯
罪
等
の
予
防
や
捜
査
な
ど
秩
序
の
維
持

に
必
要
な
情
報

○

国
等
か
ら
協
議
や
依
頼
し
て
取
得
し
た
情

報
○

審
議
、
検
討
、
調
査
研
究
に
関
す
る
情
報

○

審
議
資
料
、
議
決
事
項
お
よ
び
会
議
録
等

に
関
す
る
情
報

○

事
務
事
業
の
執
行
に
関
す
る
情
報

請
求
の
方
法
と
公
開
・

非
公
開
の
決
定
は
？

○

公
開
を
請
求
す
る
場
合
は
、
定
め
ら
れ
た

「
公
文
書
開
示
請
求
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

口
頭
や
電
話
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

○

公
開
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
請
求
書
を
受

理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
十
五
日
以
内

に
決
定
し
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
決

定
を
延
長
す
る
理
由
を
お
知
ら
せ
し
、
さ

ら
に
十
五
日
決
定
を
延
期
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○

公
開
で
き
る
場
合
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
公

開
す
る
か
を
、
公
開
で
き
な
い
場
合
は
、

そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
決
定
に

不
服
が
あ
る
と
き
は
？

○

実
施
機
関
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
に

基
づ
く
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

○

不
服
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
五

名
の
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
勝
浦
町
情

報
公
開
審
査
会
で
実
施
機
関
の
判
断
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
審
議
し
ま
す
。

○

実
施
機
関
は
、
勝
浦
町
情
報
公
開
審
査
会

の
答
申
を
尊
重
し
て
不
服
申
し
立
て
に
対

す
る
決
定
を
行
い
ま
す
。

公
開
の
方
法
は
？

○

公
文
書
の
閲
覧
、
ま
た
は
写
し
の
交
付
に

よ
り
行
い
ま
す
。

○

公
文
書
の
閲
覧
は
、
一
件
（
簿
冊
に
あ
っ

て
は
、
一
冊
）
に
つ
き
、
勝
浦
町
手
数
料

徴
収
条
例
で
定
め
ら
れ
た
手
数
料
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○

写
し
の
交
付
を
受
け
る
と
き
は
、
作
成
、

送
付
に
必
要
な
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

公文書の閲覧・写しの
交付等費用の負担

公開の実施

諮問

答申

決定通知

【実施機関】

【請求者】

不服申立てに
対する決定

【実施機関】
公開・非公開等
の判断及び決定

請求書の受付

【受付・相談】
総合窓口、個別窓口

【情報公開審査会】

不服申立て
（決定に不服のとき）

請求から公開



市

町

村

合

併

を
考
え
る

Part 5

大
き
な
自
治
体
が
、
小
さ
な
自
治
体
よ

り
も
行
政
水
準
が
高
い
と
は
必
ず
し
も
言

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
治

と
い
う
か
ら
に
は
、
小
さ
い
方
が
良
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
さ
く
て
も
頑
張
っ
て
い
る
町
村
が
あ
る
の

は
事
実
で
す
が
、
分
権
時
代
を
迎
え
、
市
町
村

の
責
任
が
増
大
す
る
と
と
も
に
行
政
課
題
が
高

度
化
す
る
中
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
少

な
く
て
も
現
在
の
行
政
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
が
今
回
の

合
併
議
論
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
町

村
合
併
を
通
じ
て
、
行
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

や
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
行
政
運
営
が
展
開
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

財
政
危
機
の
克
服
が
合
併
の
議
論
の
中

心
に
な
る
の
は
、
危
険
だ
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
国
と
地
方
を
あ
わ
せ
た
借
金
が
六
百

六
十
六
兆
円
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
う
福
祉
・
医
療
関
係
な
ど
の
経
費
や
公

債
費
負
担
の
増
大
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
職
員
や
議
員
の
数
が
少
な

く
て
済
み
効
率
化
が
図
ら
れ
た
り
、
住
民
一
人

当
た
り
の
経
費
節
減
さ
れ
る
と
い
っ
た
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
行
政
運
営

の
効
率
化
を
図
る
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
市
町
村
合
併
の
議
論
を
行
う
上
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
克
服
と
い
う
点
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
点
の

み
で
合
併
問
題
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
て
い
る
背
景
と
し

て
は
、
住
民
の
日
常
生
活
圏
が
拡
大
し
て
き
て
い

る
こ
と
、
広
域
的
な
行
政
課
題
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
、
分
権
時
代
に
十
分
対
応
で
き
る
行
財
政

基
盤
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
行
財
政
運
営
の
効
率
化
が
求
め

ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
市
町
村
が

ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的

な
発
展
を
実
現
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
観
点
か
ら

議
論
、
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
町
村
合
併
し
な
く
て
も
、
一
部
事
務

組
合
な
ど
広
域
行
政
で
対
応
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

広
域
行
政
は
、
個
別
の
広
域
的
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
は
重
要
で
す
が
、
構
成
団
体
間

の
調
整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
迅
速
・
的
確
な

意
思
決
定
等
の
面
で
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
よ
り
総
合
的
に
地
域
の
課
題
を
的
確
に

解
決
し
て
ゆ
く
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
市
町
村

合
併
に
よ
り
、
意
思
決
定
、
事
業
実
施
等
を
単

一
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ
と
が
、
よ
り
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

AA

A

QQ

Q
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地

域
で
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
地
域
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
開
催
時
等
に
お
い
て

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

８



QQQ

Q

QQ

合
併
す
れ
ば
、
中
心
か
ら
離
れ
て
し
ま

い
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
ま
せ
ん
か
。

合
併
に
際
し
て
は
、
合
併
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
項
を
協
議
す
る
た
め
「
合
併
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併

協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
の
住
民
の
意
見
も
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
さ
れ
、
中
心
部
だ
け
で
な
く
周
辺
部
に
も
配

慮
し
た
「
新
市
町
村
建
設
計
画
」
が
策
定
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

新
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

市
町
村
間
の
調
整
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

新
市
町
村
建
設
計
画
は
、
合
併
協
議
会
の
場

に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

合
併
協
議
会
は
、
合
併
す
る
市
町
村
の
議
員
、

長
、
職
員
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
間
の
調
整
に
つ
い
て

も
、
そ
の
中
で
十
分
協
議
調
整
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
後
の
議
員
定
数
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
。合

併
に
際
し
て
は
、
合
併
後
の
市
町
村
の
議

員
定
数
を
一
定
期
間
増
加
す
る
こ
と
（
定
数
特

例
）
や
、
合
併
前
の
市
町
村
の
議
員
が
合
併
後

の
市
町
村
の
議
員
と
し
て
一
定
期
間
在
任
す
る

こ
と
（
在
任
特
例
）
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
る
効
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

議
員
の
削
減
に
よ
る
経
費
節
減
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
議
員
の
数
が
減
る
こ
と

を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と

は
適
当
で
し
ょ
う
か
。

議
員
数
の
上
限
は
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
人
口
に
比
例
し
て
お

ら
ず
、
人
口
の
多
い
市
町
村
に
お
い
て
は
、
議

員
一
人
当
た
り
の
住
民
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
住
民
意
思
の
反
映
が
弱
い
と
い
う
こ
と

で
は
必
ず
し
も
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ

合
併
し
た
場
合
に
は
、
従
前
よ
り
議
員
の
数
が

減
る
の
で
、
そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
は
課
題
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
場
合
、
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
「
地

域
審
議
会
」
等
を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
意
向

を
施
策
に
反
映
し
て
い
く
な
ど
、
克
服
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
町
村
間
の
財
政
格
差
は
ど
う
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

財
政
状
況
に
格
差
が
あ
る
市
町
村
の
合
併
に
つ

い
て
は
、
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、
一
定
の
特

別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
の
議
論
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
財
政
状

況
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
格
差
だ
け
に
目
を
奪
わ

れ
る
の
で
は
な
く
、
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
と
合

併
し
た
場
合
で
将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
な

ど
と
い
っ
た
点
も
含
め
て
長
期
的
な
観
点
か
ら

議
論
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

合
併
の
特
例
が
平
成
十
六
年
度
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
国
の
方
針
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

国
は
合
併
特
例
法
の
法
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

AAA

A

AA

このように、合併に対する行財政措

置の特例を定めた「合併特例法」が、

平成17年３月末に失効することを考慮

すると、同法に盛り込まれている施策

を新しいまちづくりに活用するために

も、これまで以上に積極的に取り組ま

なくてはなりません。町民の皆さんと

共に、勝浦町の未来について考えましょ

う。

勝浦町では、住民の皆さんの要望に

応じて職員を派遣し、町村合併につい

て説明する「出張講座」を行っており

ます。

詳細は、

勝浦町合併調査推進チーム
２－２５１１
E-mail
soumu@town.katsuura.tokushima.jp

９



日

時

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
四
日

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日

時

十
月
二
十
日

午
前
九
時
三
十
分
～

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

式
典
及
び
表
彰

特
別
講
演
「
脳
は
、
若
返
る
」

講
師

浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授

高
田
明
和

先
生

す
べ
て
の
人
々
が
健
や
か
で
、
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
活
力
あ
る
勝
浦
町
を
築
く
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
す
る
意
識

を
一
層
高
め
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守

る
」
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
自
発
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
毎
年
、
健
康

や
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
ま

た
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
地
域
活
動
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
と
お
り
勝
浦
町
図
書
館
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
履

歴
書
（
市
販
の
物
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

募
集
す
る
嘱
託
職
員
の
仕
事
内
容

図
書
館
業
務
一
般

採
用
予
定
人
員

一

人

募
集
期
間

平
成
十
三
年
十
月
一
日

～
十
月
十
日

ま
で

提

出

先

勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
二
番
地
一

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五

※
選
考
試
験
の
内
容
や
日
程
は
、
申
し
込
み
の

あ
っ
た
方
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
議会事務局 ２－２５１３
住 民 課 ２－１５０１
福 祉 課 ２－１５０２
税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４
産業振興課 ２－１５０５
建 設 課 ２－１５０６
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

健
康･

福
祉
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
い
て

第
十
一
回

募

集

し

ま

す
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勝
浦
町
図
書
館

嘱
託
職
員
募
集

町
民
体
育
大
会

第40回

（土）

（月）

（水）

（日）



国民年金だより

Information

文
化
財
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

県
教
育
委
員
会
と
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
は
、
遺
跡
地
図
の
作
成
の
た
め
に
町
教
育

委
員
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
町
内
の

遺
跡
の
分
布
調
査
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
十
月
十
五
日
～

十
月
二
十
六
日

場

所

勝
浦
町
内

（
水
田
・
畑
地
・
宅
地
周
辺
）

人

数

数
名
程
度

内

容

水
田
や
畑
地
の
ほ
か
、
宅
地
周
辺

部
を
歩
か
せ
て
い
た
だ
き
、
土
器

な
ど
を
採
集
し
ま
す
。
決
し
て
水
田

を
掘
り
返
し
た
り
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
な
お
、
町
民
の
皆
さ
ん
で
、
地
元
で
土
器

な
ど
の
出
土
地
や
遺
跡
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
こ
と
を
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
ご
意
見
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

徳
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
〇
八
八
）六
二
一
―
三
一
六
四
（
早
渕
）

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
〇
八
八
）
六
七
二
―
四
五
四
五
（
近
藤
）

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
〇
八
八
五
四
）二
―
二
五
一
五
（
笹
山
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
す

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り
や
す
く
・

書
き
や
す
い
申
告
書
を
」
と
い
う
声
に
お
応

え
し
、
平
成
十
四
年
一
月
（
平
成
十
三
年
分

の
確
定
申
告
）
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

様
式
を
二
種
類
に
（
分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に
）

現
行
六
種
類
の
申
告
書
を
Ａ
・
Ｂ
の
二

種
類
に
統
合
し
、
分
離
課
税
用
申
告
書
や

損
失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別
表
化
し

ま
し
た
。

用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
（
用
紙
が
二
枚
に
）

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に
改

め
、
裏
面
か
ら
表
面
に
転
記
す
る
方
式
を

廃
止
し
、
用
紙
を
二
枚
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
申
告
書
の
記
載
欄
を
で
き
る
だ
け
簡

素
化
し
ま
し
た
。

記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説
明
文
や
計

算
式
を
整
理
し
、
で
き
る
だ
け
申
告
書
の

文
字
を
大
き
く
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

手
引
き
を
充
実
（
手
引
き
で
計
算
、
や
さ
し
い
申
告
）

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書
の

書
き
方
と
一
体
と
な
っ
た
計
算
欄
を
設
け

手
引
き
の
中
で
所
得
金
額
な
ど
の
計
算
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

申
告
書
新
様
式
は
、
徳
島
税
務
署
の
窓
口

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
高
松
国
税
局
Ｈ
Ｐ

h
ttp
:
w
w
w
.tak
am
atsu
.n
ta.g
o.jp

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

お

知

ら

せ
国民年金の任意加入制度
国民年金は、日本国内に住所を有す

る20歳から60歳未満の方は、すべて強

制加入となっていますが、この他に任
意加入の制度があります。

これは、何らかの理由で、国民年金の

受給用件である25年の加入期間に満たな

い方や、25年以上は保険料を納めたが、

より高い年金を受けたいという方に対応

する制度です。

任意加入できるのは……
○日本国内に住所がある60歳以上65歳未満

○日本国内に住所がある20歳以上60歳未

満の方で、すでに厚生年金保険の老齢年

金や共済組合の退職年金を受けている

ため、強制加入から除外されている方

○日本国籍を持ち、海外に居住する20歳

以上65歳未満の方

地方分権一括法の施行により、
平成14年４月から国民年金事務
の一部が変更されます。

第三号被保険者届出
関係がかわります
第三号被保険者の届出は、現在は本人

が役場へ届書を提出していただいており

ますが、平成14年４月から配偶者の勤め

先が健康保険の被扶養者の届と同時に行

うことになります。

その他にも改正される点がありますが

詳しい内容については、随時お知らせし

ます。

問い合わせ先

住民課国民年金係

２－1501

シリーズ２
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（１）（２）

（３）（４）
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■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

○
運
動
会
と
秋
の
遠
足
の
詳
細
は
わ
ん
ぱ
く
教

室
の
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
相
談
事
業

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

○
育
児
不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
事
に
応
じ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

平
成
十
四
年
春
に
植
林
す
る
杉
・
ヒ
ノ
キ

等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
六
日

ま
で
に

し
て
く
だ
さ
い
。

植
林
予
定
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
山
林
の

場
合
、
ま
た
農
地
で
農
業
委
員
会
発
行
の
農

地
転
用
許
可
証
の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補
助

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
添
え

付
け
の
造
林
保
育
事
業
委
託
申
請
書
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
地
目
が

山
林
で
も
現
況
が
農
地
の
場
合
は
、
農
地

転
用
許
可
証
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

苗
木
の
配
布
は
、
平
成
十
四
年
三
月
九
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

勝
浦
町
森
林
組
合

二
―
一
五
一
二

水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
を
両
立
す
る

合
併
処
理
浄
化
槽

毎
年
十
月
一
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

「
浄
化
槽
の
日
」
を
中
心
に
浄
化
槽
法
の
周

知
徹
底
と
環
境
に
良
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
全
国
各
地
で
関
連

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

河
川
な
ど
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活

雑
排
水
（
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
汚
れ

た
水
）
で
す
。
こ
の
生
活
雑
排
水
と
し
尿
を

併
せ
て
処
理
を
す
る
の
が
合
併
処
理
浄
化
槽

で
す
。
河
川
の
水
質
保
全
の
た
め
に
浄
化
槽

法
が
改
正
さ
れ
て
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら

は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
浄
化
槽
は
正
し
い
使
い
方
と
適
正

な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
放
流
水
の
水
質

悪
化
や
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
逆
に
環

境
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
定
期
的

な
点
検
や
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る

た
め
の
補
助
金
制
度
や
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

補
助
金
制
度

勝
浦
町
役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

維
持
管
理

阿
南
保
健
所
小
松
島
出
張
所

〇
八
八
五
三
―
二
―
二
一
三
五

徳
島
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣
男

十
月
十
五
日

～
二
十
一
日

ま
で
の
一

週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
徳
島
行

政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
行
政
相
談

委
員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
予
定
機
関

行
政
相
談
委
員

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹
凸
の
解
消
）、
輸
送
機
関
（
時

刻
表
等
の
表
示
）、
病
院
（
待
ち

時
間
の
表
示
）、
申
請
窓
口
の
応

対
、
登
記
、
農
林
水
産
、
商
工

福
祉
、
年
金
、
社
会
教
育
、
郵

便
な
ど

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

31 日 24日 17 日 14 日 ３ 日

・
十
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

・
歌

・
手
遊
び

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

・
お
や
つ
作
り
（
栄
養
士
、

保
健
婦
さ
ん
来
所
）

・
お
や
つ
の
試
食
会

・
秋
の
遠
足

・
栄
養
指
導
（
栄
養
士
、
保
健
婦
さ
ん
来
所
）

・
玉
入
れ

・
カ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り

・
運
動
会
ご
っ
こ

・
総
合
遊
具

・
歌

・
手
遊
び

・
紙
芝
居

・
室
内
乗
り
物

・
運
動
会
（
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午
）

体
操
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
阿
波
踊

り
に
参
加
し
ま
す

場
所

生
比
奈
小
運
動
場
（
雨
天
生
比
奈
小
体
育
館
）

・
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

・
歌

・
手
遊
び

・
紙
芝
居

・
室
内
乗
り
物

・
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ズ
ム
遊
び
（
体
操
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）

・
カ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
遊
び

・
ま
ま
ご
と

・
ブ
ラ
ン
コ
、
砂
場

・
総
合
遊
具

・
三
輪
車

十
月
の
予
定

行
政
相
談
所

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
の
実
施

12

Information

十
月
一
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

（水）（日）（水）（水） （水）

（水）

（土）
（１）（２）（３）

（月）

（金）

（日）



か
｢

生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た｣

幼
い
頃
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
た
こ
と

が
あ
る
と
ぼ
く
は
よ
く
こ
ん
な
こ
と
を

思
っ
た
。
も
の
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
病

院
で
暮
ら
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

ぼ
く
に
と
っ
て
、
車
い
す
な
ん
て
も
の

は
あ
り
き
た
り
で
な
ん
の
変
哲
も
な
い

便
利
な
の
り
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

足
に
真
っ
白
な
ギ
ブ
ス
を
履
き
長
い
廊

下
を
全
速
力
で
突
っ
走
る
快
感
。
足
の

こ
と
な
ん
て
す
っ
か
り
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
た
、
楽
し
い｢
か
け
っ
こ｣

。
車
い
す
を

自
由
自
在
に
操
る
ぼ
く
た
ち
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
英
雄
を
気
取
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
英
雄
た
ち
と
も
退
院
を
機
に
別
れ
た

が
、
大
好
き
な
わ
が
家
に
や
っ
と
帰
還

で
き
る
と
思
う
と
い
て
も
立
っ
て
も
い

ら
れ
な
か
っ
た
。
家
族
は
以
前
と
変
わ

ら
ぬ
笑
顔
で
、
ぼ
く
を
迎
え
て
く
れ
た
。

｢

け
ん
ち
ゃ
ん
、
け
ん
ち
ゃ
ん｣

ぼ
く
の
そ
ば
に
は
、
い
つ
も
誰
か
い
て

ぼ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
大
好
き

な
マ
イ
ク
だ
っ
て
、
本
だ
っ
て
、
ぼ
く

は
な
ん
で
も
自
由
に
で
き
た
。
ぼ
く
は

こ
こ
で
も
な
お
、
英
雄
だ
っ
た
…
…
。

集
団
生
活
と
い
う
も
の
に
は
慣
れ
っ

こ
だ
っ
た
の
で
、
五
歳
の
と
き
、
保
育

所
を
初
め
て
訪
れ
た
際
に
も
全
く
お
じ

気
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
生
の
出

す
問
題
に
も
真
っ
先
に
手
を
あ
げ
、
胸

を
張
っ
て
答
え
た
。
足
に
は
手
術
の
傷

跡
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い
る
け
ど
、
そ

れ
だ
っ
て
、
人
一
倍
頑
張
っ
て
き
た
証

拠
だ
し
、
痛
み
な
ん
て
な
い
か
ら
い
つ

も
笑
っ
て
い
ら
れ
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て

は
な
じ
み
の
の
り
も
の
が
み
ん
な
に
と
っ

て
は
未
知
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
少

し
驚
い
た
が
、
興
味
津
々
で
代
わ
る
代

わ
る
車
い
す
を
こ
ぐ
友
だ
ち
。
そ
ん
な

光
景
は
病
院
と
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
絵

と
し
て
ぼ
く
の
目
に
映
っ
た
。
散
歩
に

出
か
け
て
い
く
み
ん
な
の
背
中
を
見
送

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
自
分
に
気
づ
く
ま
で
は
…
…
。

｢

く
る
ま
い
す
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
あ

ぶ
な
い
か
ら
こ
こ
で
お
る
す
ば
ん
し
と

い
て
ね
。｣

そ
ん
な
言
葉
で
、
ぼ
く
の
自
由
だ
っ

た
空
間
が
い
と
も
簡
単
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
い
っ
た
。

｢

ぼ
く
は
自
分
ひ
と
り
で
は
、
ど
こ

に
い
く
こ
と
も
ゆ
る
さ
れ
な
い
ん
だ
。｣

ぼ
く
は
、
た
か
が
五
歳
の
こ
ど
も
だ
っ

た
が
、
手
術
の
傷
跡
の
勲
章
の
分
だ
け

大
人
び
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
早

く
も
自
己
嫌
悪
に
似
た
感
情
が
ぼ
く
を

支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

｢

な
ん
で
、
ぼ
く
は
あ
る
け
ん
の
？
い

つ
に
な
っ
た
ら
あ
る
け
る
ん
？｣

保
育
所
か
ら
帰
っ
て
は
、
家
族
に
八
つ

当
た
り
し
て
い
た
。

｢

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
あ
る
け
る
よ
う
に

な
る
の
が
み
ん
な
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
そ

い
だ
け
。
だ
か
ら
い
ま
、
が
ん
ば
っ
て

あ
る
く
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
よ
る
ん
や
ろ

う｣

そ
ん
な
家
族
の
言
葉
も
恨
め
し
く

聞
こ
え
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
九
州

ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
い
る
家
族
。

い
つ
も
ぼ
く
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る

家
族
。
ぼ
く
が
一
歩
あ
る
く
た
び
に
涙

声
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
。
そ

ん
な
家
族
が
大
好
き
な
は
ず
な
の
に
、

ぼ
く
の
口
か
ら
飛
び
出
し
た
こ
と
ば
。

｢

う
ま
れ
て
こ
ん
ほ
う
が
よ
か
っ
た

あ
る
け
ん
の
な
ら
、
し
ん
だ
ほ
う
が
え

え

｣

こ
れ
は
、
ぼ
く
の
本
心
で
は
な
か
っ
た
。

自
分
の
い
ら
だ
ち
を
た
だ
何
か
に
ぶ
つ

け
た
か
っ
た
だ
け
な
の
に
。
ど
う
や
っ
て

伝
え
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
不
意

を
つ
い
て
出
た
だ
け
な
の
に
。
し
か
し

こ
の
こ
と
ば
が
大
好
き
な
家
族
を
深
い

悲
し
み
に
陥
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
。
ど
ん
な

に
あ
が
い
て
も
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
で
も
保
育
所
の
前
を
通
る
と
つ
ら

か
っ
た
気
持
ち
が
い
っ
と
き
ぼ
く
を
占

領
す
る
が
、
そ
の
横
に
そ
び
え
立
つ
小

学
校
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
と
感
謝

の
気
持
ち
と
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
ぼ

く
の
心
を
一
変
さ
せ
て
く
れ
る
。
決
し

て
ぼ
く
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
な
く
、

い
つ
も
み
ん
な
の
輪
の
な
か
で
過
ご
さ

せ
て
く
れ
た
。
入
学
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
社
会
見
学

に
出
か
け
た
。
途
中
長
い
階
段
に
さ
し

か
か
っ
た
。
ぼ
く
は
あ
き
ら
め
る
こ
と

に
慣
れ
て
い
た
か
ら
、
校
長
先
生
の
思

い
も
よ
ら
な
い
言
葉
に
自
分
の
耳
を
う

た
が
っ
た
。

｢

私
の
せ
な
か
に
の
り
な
さ
い｣

ぼ
く
は
校
長
先
生
の
背
中
で
自
分
の

居
場
所
を
見
つ
け
た
気
が
し
た
。
ぼ
く

を
こ
の
ま
ま
で
包
み
込
ん
で
下
さ
る
校

長
先
生
の
小
学
校
な
ら
、
ぼ
く
は
何
も

背
の
び
な
ん
て
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
。

｢

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
な
ん
て
平
気
だ
よ｣

な
ん
て
片
意
地
は
っ
て
生
き
て
い
か
な

く
て
も
い
い
ん
だ
。
何
か
ひ
と
つ
を
あ

き
ら
め
る
ご
と
に
希
望
を
失
い
か
け
て

い
た
ぼ
く
は
水
を
得
た
魚
の
ご
と
く
本

領
を
発
揮
し
て
い
っ
た
。
水
泳
だ
っ
て

マ
ラ
ソ
ン
だ
っ
て
ぼ
く
は
ぼ
く
ら
し
く

や
り
遂
げ
た
。
み
ん
な
の
声
援
が
ぼ
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
こ
の
身
体
と

心
に
か
え
っ
て
き
た
。

ぼ
く
は
思
う
、｢

も
し
校
長
先
生
と
出

会
わ
な
か
っ
た
ら
、
今
の
ぼ
く
は
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う｣

と
。
足
が
不
自
由
な

だ
け
で
道
を
閉
ざ
さ
れ
生
き
て
い
く
糧

を
見
失
っ
て
い
た
時
代
。
し
か
し
、
こ

の
つ
ら
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

人
に
感
謝
す
る
心
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
足
が
不
自
由
で
生
ま
れ
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
人
に
感
謝
す
る
心
が
も
て

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
足
が
不
自
由
で

生
ま
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
校
長
先
生

と
の
心
に
残
る
大
切
な
出
会
い
が
あ
っ

た
の
だ
と
。

｢

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た｣

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
今
、
家
族
に

伝
え
た
い
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

今のぼくがあるのは

た り あ う ぺ ー ジ
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

若
い
は
ず
の
娘
も
白
髪
見
え
初
め
る

与
川
内

武
田
裸
天

娘
よ
り
嫁
い
た
わ
っ
て
い
る
私

横
瀬

関
東
紀
美

踊
る
娘
の
手
足
の
軽
さ
見
惚と
れ
て
る

横
瀬

呑
口
精
一
郎

ガ
ン
グ
ロ
を
落
と
せ
ば
ほ
ん
に
可
愛
い
娘

棚
野

島

つ
と
む

娘
に
会
え
る
庭
で
燕
も
宙
返
り

生
名

岩
本
敏
子

結
婚
を
す
る
と
娘
が
連
れ
て
来
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

娘
で
も
少
し
遠
慮
を
し
て
い
ま
す

横
瀬

日
下
美
里

六
十
が
来
て
も
娘
と
母
は
言
う

久
国

美
馬
真
由

行
き
ず
り
に
挨
拶
く
れ
た
笑
顔
の
娘

棚
野

穏
台

綾

父
の
日
に
そ
っ
と
届
い
た
娘
の
絆

横
瀬

前
田
好
月

〈
評
〉
親
が
子
ど
も
を
育
て
愛
情
を
注
ぐ
の
は

当
た
り
前
、
し
か
し
子
ど
も
た
ち
の
親
へ
の

想
い
は
み
ん
な
差
が
あ
る
。
今
ど
き
の
男

親
は
、
思
い
が
け
な
い
父
へ
の
贈
り
も
の

に
、
涙
ぐ
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

近
く
ま
で
来
た
と
言
い
訳
孫
を
抱
く

横
瀬

桜
木
千
代

巣
立
つ
日
も
近
い
燕
の
無
事
祈
る

立
川

岩
本
よ
し
お

近
道
に
は
あ
る
か
も
知
ら
ぬ
落
と
し
穴

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

近
づ
い
て
又
遠
ざ
か
る
金
と
運

久
国

美
馬
真
由

子
も
孫
も
近
く
に
住
ん
で
い
る
ゆ
と
り

横
瀬

日
下
美
里

近
々
に
咲
く
も
の
と
決
め
水
を
や
る

立
川

前
田
千
恵

近
道
を
し
た
け
ど
こ
こ
で
行
き
止
ま
り

横
瀬

呑
口
精
一
郎

挨
拶
を
し
て
か
ら
近
く
な
っ
た
人

棚
野

殿
川
早
苗

〈
評
〉
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
。
一
見

堅
苦
し
そ
う
な
人
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
挨

拶
が
き
っ
か
け
で
、
本
当
の
心
の
中
が
ほ

ど
け
て
、
身
内
意
識
が
芽
生
え
る
こ
と
も

あ
ろ
う
。
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
の
あ
る
人

で
あ
り
た
い
。

畦
道
は
安
全
地
帯
の
散
歩
道
棚
野

穏
台

綾

捨
て
猫
を
夫
婦
の
愛
が
育
て
ま
す

横
瀬

関
東
紀
美

摘
果
し
て
休
め
ば
孫
の
歌
が
出
る

坂
本

平
尾
智
男

老
い
の
知
恵
何
言
わ
れ
て
も
逆
ら
わ
ず

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

鬼
面
脱
ぎ
や
さ
し
く
老
い
た
七
十
路

立
川

前
田
千
恵

廃
屋
に
も
四
季
折
々
の
花
が
咲
く

立
川

岩
本
よ
し
お

幸
せ
は
笑
顔
の
中
に
含
ま
れ
る

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

庭
の
草
根
こ
そ
ぎ
抜
け
る
雨
上
が
り

棚
野

北
島
節
子

立
江
寺
の
鳩
わ
が
足
つ
つ
き
餌
ね
だ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

金
の
な
い
話
を
楽
し
そ
う
に
す
る

棚
野

田
中
思
葦

カ
ッ
ト
し
た
髪
が
若
さ
を
取
り
戻
す

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

挨
拶
は
ぬ
き
で
ビ
ー
ル
の
栓
を
抜
く

立
川

堀

梅
子

青
春
の
夢
を
破
っ
た
負
け
戦

与
川
内

武
田
裸
天

足
の
裏
だ
け
白
い
児
が
昼
寝
す
る

棚
野

島

つ
と
む

過
疎
の
村
み
こ
し
車
に
乗
せ
て
行
く

坂
本

平
尾
智
男

呼
び
止
め
て
く
れ
る
を
待
っ
て
い
る
背
中

横
瀬

中
田
万
里

果
た
せ
な
か
っ
た
夢
が
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

と
き
め
い
た
指
輪
も
知
っ
て
い
る
涙

生
名

岩
本
敏
子

農
業
と
釣
り
三ざん
昧まい
で
今
日
も
生
く

横
瀬

前
田
好
月

父
の
日
は
だ
ま
っ
て
ビ
ー
ル
三
本
目

立
川

堀

梅
子

秋
告
げ
る
風
い
っ
ぱ
い
に
深
呼
吸

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

面
倒
は
見
な
い
が
幸
せ
祈
っ
て
る

棚
野

田
中
思
葦

頑
固
さ
を
通
し
失
う
も
の
ば
か
り

横
瀬

中
田
万
里

真
心
で
当
た
れ
ば
笑
顔
見
え
て
来
る

棚
野

穏
台

綾

痛
み
と
も
仲
良
く
し
て
る
老
い
の
智
恵

棚
野

殿
川
早
苗

美
し
き
老
い
の
う
ち
な
る
舞
姿

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
若
い
う
ち
は
、
芸
の
中
に
ぎ
こ
ち
な
さ
と
、

み
ず
み
ず
し
さ
が
あ
っ
て
愛
さ
れ
る
。
歳
を

と
る
と
芸
に
磨
き
が
か
か
る
が
、
初
々
し
さ

は
取
り
返
し
が
出
来
ぬ
。
し
か
し
だ
れ
も
美

し
く
老
い
た
い
気
持
ち
は
同
じ
こ
と
。
芸
を

生
か
し
て
美
し
く
生
き
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

題

「
娘
」

題

「
近
い
」

雑

詠

秀

句

秀

句

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

十
一
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

秀

句
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ク リ ー ン 情 報

10月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日
（２日）

石 原

沼 江
掛 谷

山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日
（16日）

今 山

黒 岩
星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日
（23日）

生 名

久 国
棚 野

〃
〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃
〃

〃
〃

与川内
坂 本

〃
〃

〃
〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

10月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日
（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（ 果 樹 試 験 場 上 り 口 ）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
三
月
曜
日
（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日
（22日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

五

月

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町中角・勝浦町農村婦人の家

敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。
段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 10月６日 午前９時まで

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬
は
、

必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

十
月

十

日

●

十
月
二
十
四
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。
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あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）（水）

（土）

（１）
（２）

（３）



16

65歳以上の方 納める保険料 、
平成13年10月 、本来の保険料額 なります

が は

から と
65歳以上の方の介護保険料は、平成13年９月までは経過措置（国の特別対策）により、

減額されていましたが、平成13年10月から本来の保険料を納めていただくことになります。

保険料の納付にご理解とご協力をお願いいたします。

平成12年度～平成14年度の65歳以上の方の保険料

平成12年度 平成13年度 平成14年度

本
来
の
保
険
料

平成12年４～９月

保険料の納付は
ありませんでした。

平成12年10月～平成13年９月 平成13年10月～

本来の保険料の半額を納めます。 本来の保険料の額を納めます。

▲

平成12年４月

▲

10月

▲

平成13年４月
▲
10月

▲

平成14年４月

▲

10月

▲

平成15年４月

１．平成12年４月～９月の半年間は、保険料を納める必要はありませんでした。
２．平成12年10月～平成13年９月の１年間は、本来の保険料の半額を納めることとされていました。
３．平成13年10月から、本来の保険料を納めていただくことになります。

介
護
保
険
の
費
用
負
担

私たちが納める保険料は、介護保険制度を支える大切な財源となります。

だれもが安心して介護サービスを利用できるように、介護保険料を必ず納めましょう。
介護保険の負担は、高齢者（第１号被保険者）の保険料は全体の平均17％、現役世代（第２

号被保険者）の保険料で33％、このほか国、県、町の公費によって賄われています。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

50 ％ 50 ％

第１号保険料
17％

第２号保険料
33％

国
20％

国
５％

県
12.50％

町
12.50％

給付額（90％） 利用者負担
（10％）

費用額（100％）

保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による直接

納付（普通徴収）があります。

○年金からの天引き（特別徴収）老齢・退職年金額が年額18万円（月額１万５千円）以上の方
２か月ごと（２月、４月、６月、８月、10月、12月）に支払われる年金から、支払いごとに、２か月分の保険料

が天引きされます。

○ 口座振替、納付書による直接納付（普通徴収）老齢・退職年金額が年額18万円（月額１万５千円）未満の方
第１期から第６期の納期ごと（７月、８月、９月、10月、11月、12月）に、口座振替または納付書で納めます。

年金が年額18万円以上の方で普通徴収となられている場合の具体例

○年度途中で65歳（第１号被保険者）となったとき

○年度途中で他の市町村に転入したとき

○年度途中で所得段階の区分変更となったとき

○平成13年４月１日の時点で年金を受給していなかったとき

○社会保険庁の登録住所と現在の住所が異なるとき

○老齢福祉年金・遺族年金・障害年金・恩給の受給者

（※この年金等は、年金からの天引き対象となりません。）

年度途中で特別徴収から普通徴収に変更となる場合の具体例

○現況届の提出を忘れるなどして、支払われる年金

が支給停止となった場合

○支給される年金額から他制度の差引きが行われる

などして、支給される年金が保険料の額に満たな

くなった場合

年金が年額18万円以上あっても、次のようなケースでは普通徴収となります。

このような理由等により ｢普通徴収｣ となっている方は、次年度の９月までは
特別徴収（年金からの天引き）に変更されませんのでご承知ください。

お問い合わせ先

勝浦町役場福祉課
介護保険係

（08854）２－1502

介護保険からの
お知らせ



今年の10月11日 ～20日 の10

日間は、「全国地域安全運動」です。

これは、防犯協会を始めとする地

域安全に努める団体、警察が、期

間を定めて、地域安全活動を一層

強化するとともに、互いの連携を

より緊密にすることで、地域安全

運動効果の増大と、その定着を図

り、犯罪、事故、災害などの未然

防止を目的とするものです。
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駐
在
所
だ
よ
り

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る

「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」。
こ
れ
は
特

別
な
施
設
で
は
な
く
、
こ
の
制
度
に
協

力
す
る
商
店
や
一
般
家
庭
の
地
域
住
民

が
、
緊
急
時
に
子
ど
も
を
保
護
し
一
一

〇
番
通
報
す
る
し
く
み
で
す
。
こ
の
施

設
の
設
置
を
地
域
内
で
進
め
る
こ
と
は
、

犯
罪
者
に
地
域
内
の
結
束
の
強
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
「
子
ど
も
一
一

〇
番
の
家
」
の
存
在
を
教
え
、
地
域
か

ら
不
審
者
の
影
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
ね
ら
っ
た

痴
漢
の
被
害

屋
外
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
痴
漢
の

被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
痴
漢
の
手
か
ら
守
る
に
は
、
人

気
の
な
い
場
所
へ
行
か
な
い
こ
と
を
教
え

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
一
一
〇
番
の
家

の
全
国
交
通
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
運
動
初
日
の
二
十
一
日

、
徳
島
県
の
交
通
安
全
教
育
モ
デ
ル
学
校
に

指
定
さ
れ
て
い
る
生
比
奈
小
学
校
生
徒
が
、
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
お
手
紙
と
、
も
み
じ
マ
ー

ク
の
反
射
シ
ー
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。

二
十
七
日

に
は
、
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

の
会
員
さ
ん
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

徳
島
県
下
全
域
で
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
る
と
十
四

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
町
に
お
い
て
、
死
亡
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

暴
力
に
関
す
る
困
り
ご
と

徳
島
県
警
察
、
徳
島
弁
護
士
会
及
び
徳

島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
合

同
で
暴
力
団
等
に
よ
る
債
権
取
立
、
金
銭

貸
借
及
び
民
事
紛
争
に
絡
ん
だ
理
不
尽
な

要
求
な
ど
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
無
料

の
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

暴
力
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と

き

平
成
十
三
年
十
月
二
十
七
日

午
後
一
時
～
四
時
ま
で

と
こ
ろ

徳
島
市
寺
島
本
町
一
丁
目
六
十

一
番
地
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
ビ

ル
（
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
）
五
階

特
設
会
場

※
詳
し
く
は
暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

〇
八
八
―
六
二
六
―
〇
一
一
〇

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
が
解
決
、
あ
な
た
の
悩
み

秋秋

平成13年

全国地域安全運動

何
で
も
相
談
日

（木） （土）

（土）
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保
険
税
の
滞
納
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

国保と医療費

資
格
証
明
書
と
は
、
正
式
に
は
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
資
格
証
明
書
」
と
い
い
ま
す
。
保
険
者
（
市
町
村
）

が
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
対
し
、
保
険
証
を
返
還

し
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
に
交
付
す
る
も
の
で
国
保
の

被
保
険
者
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
で
す
。

●
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
と

な
り
ま
す
。

●
医
療
を
受
け
る
と
き
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
と
は



みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 月
結 核 巡 回 検 診 13:20～16:00 別紙 日 程のと お り 一 般 住 民 料 金 無 料

食生活改善推進員研修会 13:30～15:30 農村環境改善セ ン タ ー 食生活改善推進員 筆 記 用 具

２ 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

３ 水 ポリオ生ワクチン投与 13:30～14:00 農村環境改善セ ン タ ー
平成６年４月４日～平成13年７月３日
までに生まれ、２回受けていない子

予診票・母子健康手帳
予 防 接 種 手 帳

11 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

12 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～14:30 農村環境改善セ ン タ ー
平成12年12月１日～平成13年
８月31日までに生まれた子 母子健康手帳

15 月 骨 粗 鬆 症 予 防 教 室健 康 相 談 ９:30～14:00 中角 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

20 土 第11回健康･福祉まつり ８:30～９:30 農 村 環 境改善センター 一 般 住 民

22 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

23 火
健 康 相 談 ９:30～11:00 今山ふれあい交 流 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

結 核 巡 回 検 診 ９:30～16:00 別紙 日 程のと お り 一 般 住 民 料 金 無 料

24 水 生活習慣病予防教室健 康 相 談 ９:30～14:00 山西 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

25 木
貧 血 予 防 教 室 ９:30～13:00 農村環境改善セ ン タ ー 妊 婦 エ プ ロ ン

結 核 巡 回 検 診 ９:30～15:00 別紙 日 程のと お り 一 般 住 民 料 金 無 料

26 金 1歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30 農村環境改善セ ン タ ー
平成12年１月１日～４月30日
までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

29 月 骨 粗 鬆 症 予 防 教 室健 康 相 談 ９:30～14:00 生名センター 一 般 住 民 健 康 手 帳

30 火 生活習慣病予防教室健 康 相 談 ９:30～14:00 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

10月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、
総
合

健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
職
場
健
診
等
で
、
基
本

健
診
、
婦
人
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
を

対
象
に
、
町
内
医
療
機
関
で
委
託
検
診
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
診
は
循
環
器
疾
患
を
主
と
し
て
、
肝
臓

病
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
検
尿
、
心

電
図
検
査
、
血
液
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
貧
血
、
血

糖
）、
診
察
で
す
。

料
金
は
五
〇
〇
円
で
す
。

婦
人
が
ん
検
診
は
、
子
宮
が
ん
と
乳
腺
の
検
診

を
行
い
ま
す
。

料
金
は
子
宮
が
ん
頚
部
一
、
七
〇
〇
円
、

乳
腺
七
〇
〇
円
で
す
。

※
た
だ
し
、
満
七
十
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護

世
帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無

料
で
す
。
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期

間

十
月
一
日

～
十
一
月
三
十
日

基
本
健
診
・
婦
人
が
ん
検
診
を

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
へ

医療機関名 検診の種類 曜 日 受付時間

赤岩医院 基本健診
月･火･木 ９:00～12:0015:00～18:00
水･金･土 ９:00～12:00

湯浅医院 基本健診
月･火･木･金 ９:00～17:00
水 ９:00～15:00
土 ９:00～12:00

山西医院
基本健診 月 ～ 土 ９:00～12:00

子宮がん検診
乳腺検診

月 ～ 木 ９:00～17:00
金 ・ 土 ９:00～12:00

勝浦病院

基本健診
（内科外来） 月 ～ 金 14:00～16:30

乳腺検診
（外科外来） 木 ・ 金 13:00～16:30

医療機関委託検診日程表
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（月）

（金）



保健婦だより

結
核
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど

に
よ
り
、
減
少
し
て
い
る
一
方
、
関

心
が
薄
れ

結
核
は
過
去
の
病
気

と
い
う
認
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
症
状
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
時
の

症
状
と
似
て
い
る
た
め
、
発
見
が
遅

れ
た
り
、
ま
た
学
校
・
施
設
な
ど
に

お
い
て
は
集
団
感
染
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
年
に
一
回
は
必
ず

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

総
合
健
診
や
医
療
機
関
等
で
、
ま

だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
検
診
料

無

料

※
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
ボ

タ
ン
や
金
具
等
の
つ
い
て
い
な

い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

地 区 場 所 時 間

十
月
一
日

坂 本 坂 本 消 防 詰 所 横 午後１:20～１:50

横 瀬 ＪＡ東とくしま勝浦支所前 午後２:00～２:30

久 国 役 場 前 午後２:40～３:20

山 西 ＪＡ東とくしま生比奈支所前 午後３:30～４:00

十

月

二

十

三

日

坂 本 ＪＡ東とくしま坂本事業所前 午前９:30～10:00

与川内 池 田 理 髪 店 前 午前10:10～10:40

横 瀬 石 木 正 一 さ ん 宅 前 午前10:50～11:30

久 国 役 場 前 午前11:40～12:10

星 谷 小 山 二 三 好 さ ん 宅 前 午後１:30～２:00

黒 岩 勝 浦 会 館 駐 車 場 午後２:10～２:40

今 山 ふ れ あ い 交 流 館 前 午後２:50～３:20

沼 江 高 田 治 さ ん 宅 前 午後３:30～４:00

十
月
二
十
五
日

石 原 山 本 基 工 事 務 所 前 午前９:30～10:00

中 角 農 村 婦 人 の 家 午前10:10～10:50

生 名 い ち ょ う の 木 午前11:00～11:30

中 山 中 野 功 さ ん 宅 前 午後12:40～１:10

棚 野 棚 野 集 会 所 前 午後１:20～１:50

久 国 役 場 前 午後２:00～３:00

平成13年度 巡回結核検診日程

2020

結
核
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

（月）

（火）

（木）



図書館だより

十
月
の
行
事

掛

軸

展

二
日

～
七
日

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
・
郷
土
資
料
室

勝

美

展

二
十
一
日

～
三
十
日

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

子
供
映
画
会

十
三
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
八
日

午
後
二
時
～

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

三
日
・
十
日
・
十
七
日
・
二
十
四
日
・
三
十
一
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６

７ ９ １０１１１２１３

１４ １６１７１８１９２０

２１ ２３２４２５２６２７

２８ ３０

休
館
日

十
月

マ
リ
ッ
ジ

森
村
誠
一

暗

い

宿

有
栖
川
有
栖

13

階

段

高
野
和
明

未

練

乃
南
ア
サ

も
う
一
つ
の
理
由

勝
目

梓

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

上
・
下

麻
生

幾

ウ
ェ
ス
カ
の
結
婚
式

三
田
誠
広

海

明

け

蜂
谷

涼

湖
賊
の
風

高
橋
直
樹

満

月

金

石
範

向

島

領
家
高
子

相
棒
に
気
を
つ
け
ろ

逢
坂

剛

消
滅
飛
行
機
雲

鈴
木
清
剛

迎
え
火
の
山

熊
谷
達
也

本
牧
亭
の
鳶

吉
川

潮

眩
暈
を
愛
し
て
夢
を
見
よ

小
川
勝
己

小
栗
忠
順

第
２
部

丘

真
也

真
葛
が
原

吉
住
侑
子

旅

日

記

デ
ビ
ッ
ト
・
ゾ
ペ
テ
ィ

忘
我
た
め
い
き

小
池
真
理
子

子
育
て
が
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
読
む
本

大
日
向
雅
美

ふ
た
た
び
虹

柴
田
よ
し
き

い
や
で
も
楽
し
め
る
算
数

清
水
義
範

生

柳

美
里

箸
墓
幻
想

内
田
康
夫

ふ
ぐ
マ
マ

室
井

慈

広
瀬
光
治
の
は
じ
め
て
の
ニ
ッ
ト

広
瀬
光
治

新
着
図
書
紹
介

勝美展のお知らせ
日 時 10月21日 ～

30日 まで

場 所 図書館２階視聴覚室

休館日 22日・29日

読書にスポーツに最も快適

なシーズンを迎え、種々な催

しが趣向を凝ら

して行われてい

ます。図書館で

は町内美術愛好

家による絵画を

展示します。

掛
軸
展
示
会

日

時

十
月
二
日

～

七
日

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

郷
土
資
料
室

21

町
内
外
の
、
多
数
の
古
美
術

愛
好
家
に
好
評
を
博
し
た
掛
軸

展
示
会
を
内
容
も
一
新
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（日）（火）

（日）

（火）

（火）

（土）

（日）

（火）

（日）（日）
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８
月
16
日
～
９
月
15
日

（
敬
称
略
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

美
馬
義
卓

長
男

大
字
坂
本

）

字
平
野

美
穂

隆たか

志し

金

龍
玉

二
男

大
字
三
溪

）

字
樫
渕

坪
井
郁
子

孝
ひ
ょ
う

民みん

新
田
慎
也

二
女

大
字
三
溪

）

字
樫
渕

真

利

凜りん

太
田

豊

長
女

大
字
生
名

）

字
北

恵

成なる

美み

谷

寛
樹

長
男

大
字
生
名

）

字
平
野

明

美

学がく

人と

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
生
名
字
屋
敷

戸
川
新
次（
87
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

中
野
タ
カ
ノ（
89
歳
）

大
字
三
溪
字
溝
内

佐
藤
富
美（
78
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

長
尾
フ
ジ
ノ（
91
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
16
日
～
９
月
15
日

中
野
利
明
さ
ん
（
生
名
）

豊
井
稔
博
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
籍
の
窓

10月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月３日 赤 岩 医 院 ２－２００６

10月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月７日 上勝町診療所 ４－５０１０

10月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月11日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月15日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月19日 赤 岩 医 院 ２－２００６

10月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月23日 上勝町診療所 ４－５０１０

10月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月27日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月31日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 10月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 10月５日

10月12日

10月19日

10月26日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

10 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
４ 11 18 25

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
10 17 24

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
９ 16 23

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
２ 19

午後７:30～９:30
火 金

大正琴
４ 11 27 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 木 土

習 字
５ 12 19 26

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

10月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

○大正琴は初心者コースもあります。

（木）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（水）




